
読
書
会
読
書
グ
ル
ー
プ
の
た
め
の

十

冊

文

庫

目

録

追

録

№

（
令
和
二
年
度
）

36

千
葉
県
立
図
書
館

令
和
三
年
三
月
現
在

書

名

・

著

者

解

題

日
々
を
重
ね
て
は
じ
め
て
手
に
入
れ
ら
れ
る
感
情
が
あ
る
。
主
人
公
の
桃
子

さ
ん
は
七
十
代
。
ひ
と
り
静
か
に
暮
ら
し
て
い
る
が
、
内
か
ら
鳴
り
響
く
東
北

お
ら
お
ら
で
ひ
と
り
い
ぐ
も

弁
丸
出
し
の
言
葉
が
、
様
々
な
記
憶
を
呼
び
寄
せ
る
。
飛
び
出
し
た
故
郷
、
住

み
込
み
の
ア
ル
バ
イ
ト
、
結
婚
、
育
児
、
そ
し
て
夫
の
突
然
の
死
。
震
え
る
よ

う
な
絶
望
の
果
て
に
桃
子
さ
ん
は
何
を
手
に
入
れ
た
の
か
。
老
い
を
生
き
る
意

若
竹

千
佐
子

著

味
を
描
い
た
話
題
作
。

第
一
五
八
回

芥
川
賞

第
五
四
回
文
藝
賞
受
賞

平
成
二
十
九
年
刊

一
六
四
頁

河
出
書
房
新
社

十
四
歳
の
夏
、
故
郷
広
島
に
て
被
爆
し
、
上
京
後
、
半
世
紀
に
渡
り
「
死
刑

教
誨
師

囚
教
誨
」
を
務
め
た
僧
侶
渡
邉
普
相
。
死
刑
制
度
が
持
つ
苦
し
み
と
矛
盾
を
一

身
に
背
負
っ
て
き
た
彼
の
人
生
を
通
じ
、
教
誨
の
歴
史
や
、
拘
置
所
内
で
の
死

刑
囚
と
の
会
話
、
執
行
現
場
に
関
わ
る
人
々
の
葛
藤
な
ど
、
本
人
へ
の
イ
ン
タ

堀
川

惠
子

著

ビ
ュ
ー
に
よ
り
知
る
こ
と
の
で
き
る
一
冊
。

第
一
回

城
山
三
郎
受
賞

平
成
三
十
年
刊

三
五
八
頁

講
談
社(

文
庫)

平
安
時
代
に
紫
式
部
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
日
本
古
典
文
学
の
名
著
「
源
氏
物

語
」
を
、
直
木
賞
な
ど
数
々
の
文
芸
賞
を
受
賞
し
た
作
家

角
田
光
代
氏
が
、

源
氏
物
語

下

新
た
な
視
点
で
現
代
語
訳
し
た
。
下
巻
で
は
、
光
源
氏
亡
き
後
、
そ
の
息
子
・

角
田

光
代

訳

薫
や
孫
・
匂
宮
を
中
心
に
、
姫
た
ち
と
の
恋
が
描
か
れ
る
。
第
四
十
二
帖
匂
宮

（
に
お
う
み
や
）
か
ら
最
終
帖
の
第
五
十
四
帖
夢
浮
橋
（
ゆ
め
の
う
き
は
し
）

（
日
本
文
学
全
集
０
６
）

ま
で
を
収
録
。

〔
上
・
中
巻
は
十
冊
文
庫
で
利
用
可
〕

令
和
二
年
刊

六
三
七
頁

河
出
書
房
新
社

「
す
べ
て
の
始
ま
り
は
会
う
こ
と
か
ら
だ
。
会
う
。
逢
う
。
遇
う
。
遭
う
。

沢
木
耕
太
郎
セ
ッ
シ
ョ
ン
ズ

人
と
人
と
の
関
わ
り
は
そ
の
『
あ
う
』
こ
と
か
ら
し
か
始
ま
ら
な
い
。」

〈
訊
い
て
、
聞
く
〉
１

「
対
談
」
と
銘
打
た
れ
て
雑
誌
や
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
、
著
者
・
沢
木
耕
太

郎
と
吉
行
淳
之
介
、
瀬
戸
内
寂
聴
ら
多
様
な
分
野
の
著
名
人
十
人
と
の
対
話
が

集
め
ら
れ
て
構
成
さ
れ
た
本
作
。
そ
れ
ぞ
れ
の
対
話
を
通
し
て
、
各
々
の
様
々

沢
木

耕
太
郎

著

な
考
え
方
、
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
。

令
和
二
年
刊

三
一
〇
頁

岩
波
書
店

『
常
山
紀
談
』
で
は
信
長
か
ら
三
悪
事
を
働
い
た
者
と
紹
介
さ
れ
、
後
の
世

で
は
梟
雄
と
呼
ば
れ
、
浮
世
絵
で
は
白
髪
頭
を
振
り
乱
し
眼
鋭
く
猛
々
し
い
姿
で

じ
ん
か
ん

描
か
れ
る
戦
国
の
武
将
松
永
久
秀
。
し
か
し
、
近
年
、
猛
々
し
さ
と
は
無
縁
の
肖

像
画
が
発
見
さ
れ
、
研
究
者
の
手
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
と
は
大
き
く
異
な
る
久
秀

像
が
分
か
っ
て
き
た
。
久
秀
は
何
を
思
い
、
何
を
な
し
た
か
。
改
め
て
信
長
の
口

今
村

翔
吾

著

か
ら
語
ら
れ
る
久
秀
と
は
。

新
進
気
鋭
の
時
代
小
説
家
が
描
く
、
現
代
版
、
松
永
久
秀
の
物
語
。

第
十
一
回
山
田
風
太
郎
賞
受
賞令

和
二
年
刊

五
〇
九
頁

講
談
社



書

名

・

著

者

解

題

大
学
生
の
青
山
霜
介
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
で
水
墨
画
家
の
篠
田
湖
山
と
出
会

い
、
そ
の
場
で
弟
子
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
そ
の
場
に
い
た
湖
山
の
孫
・

線
は
、
僕
を
描
く

千
瑛
と
翌
年
の
湖
山
賞
を
か
け
て
勝
負
す
る
こ
と
に
。
水
墨
画
に
な
ど
興
味
も

な
か
っ
た
霜
介
は
、
次
第
に
そ
の
世
界
に
魅
了
さ
れ
て
い
く
。
水
墨
画
と
は
線

で
命
を
描
く
芸
術
。
両
親
を
事
故
で
失
っ
て
以
来
、
孤
独
の
中
に
い
た
霜
介
は
、

砥
上

裕
將

著

水
墨
画
を
と
お
し
て
生
き
る
意
味
を
見
出
し
て
い
く
。

二
〇
二
〇
年
本
屋
大
賞
三
位令

和
元
年
刊

三
一
七
頁

講
談
社

向
日
葵
の
花
言
葉
は
「
あ
こ
が
れ
」
。
夏
の
青
空
に
向
か
っ
て
燦
々
と
輝
く
そ

の
花
は
ゴ
ッ
ホ
の
描
く
魔
性
の
花
。
異
端
の
天
才
棋
士
・
上
条
桂
介
の
人
生
は
向

盤
上
の
向
日
葵

日
葵
に
支
配
さ
れ
て
い
く
。
幾
重
に
も
絡
ん
だ
壮
絶
な
人
生
の
糸
が
、
そ
し
て
事

件
の
謎
が
解
け
よ
う
と
し
た
と
き
、
上
条
桂
介
は
舞
っ
た
、
あ
こ
が
れ
の
向
日
葵

に
向
か
っ
て
。
誰
が
誰
を
な
ぜ
殺
し
た
の
か
。
真
実
は
永
遠
の
闇
に
葬
ら
れ
た
。

柚
月

裕
子

著

山
形
県
天
童
市
。
美
し
い
将
棋
の
街
で
終
わ
る
は
ず
だ
っ
た
壮
絶
す
ぎ
る
物
語
。

二
〇
一
八
年
本
屋
大
賞
二
位

平
成
二
十
九
年
刊

五
六
三
頁

中
央
公
論
新
社

「
後
ろ
姿
を
見
て
、
生
き
方
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
の
言
葉
通
り
の
最
期
を

見
せ
た
父
・
鶴
見
祐
輔
（
政
治
家
、
著
述
家
）。
最
期
に
謝
っ
た
母
（
後
藤
新
平

看
取
り
の
人
生

の
長
女
）。
死
の
直
前
ま
で
和
歌
を
書
き
留
め
さ
せ
た
姉
・
鶴
見
和
子
（
社
会
学

者
）
。
書
く
こ
と
と
読
む
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
兄
・
鶴
見
俊
輔
（
哲
学
者
）
。

リ
ベ
ラ
ル
な
家
族
の
中
「
あ
な
た
は
他
の
子
と
違
う
。
あ
な
た
が
我
慢
す
れ
ば

内
山

章
子

著

鶴
見
家
は
う
ま
く
い
く
」
と
育
て
ら
れ
、
黒
子
と
し
て
生
き
た
著
者
に
よ
る
回

想
録
。
伝
記
的
事
実
か
ら
は
う
か
が
え
な
い
鶴
見
家
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
綴
る
。

平
成
三
十
年
刊

二
三
三
頁

藤
原
書
店

万
延
元
年
、
姦
通
の
罪
を
犯
し
た
旗
本
・
青
山
玄
蕃
に
、
御
家
存
続
と
引
き
換

え
に
切
腹
の
沙
汰
が
下
る
。
し
か
し
、
玄
蕃
の
答
え
は
「
痛
え
か
ら
い
や
だ
」。

流
人
道
中
記

上

結
果
、
蝦
夷
福
山
へ
の
流
罪
と
な
っ
た
玄
蕃
と
、
そ
の
押
送
人
を
命
じ
ら
れ
た
十

九
歳
の
与
力
・
石
川
乙
次
郎
は
津
軽
三
厩
へ
の
旅
に
出
る
。
口
も
態
度
も
悪
い
玄

蕃
だ
が
、
道
中
出
会
う
様
々
な
事
情
を
抱
え
た
人
々
を
見
逃
さ
ず
、
そ
し
て
見
捨

浅
田

次
郎

著

て
な
い
。

こ
の
男
、
果
た
し
て
本
当
に
罪
人
か
。

令
和
二
年
刊

三
七
一
頁

中
央
公
論
新
社

流
人
・
青
山
玄
蕃
と
押
送
人
・
石
川
乙
次
郎
の
旅
は
続
く
。
父
の
敵
を
七
年
も

探
し
続
け
る
浪
人
。
無
実
の
罪
を
着
せ
ら
れ
た
少
年
。
旅
先
で
病
に
倒
れ
、
「
故

流
人
道
中
記

下

郷
の
水
を
飲
ん
で
死
に
た
い
」
と
願
う
女
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
二
人
の
旅
は
終
わ
り
へ
と
近
づ
い
て
い
く
。
そ
の
道
中
、
玄
蕃
は
乙
次
郎
に

自
身
の
半
生
と
罪
の
真
実
を
語
る
。

浅
田

次
郎

著

「
武
士
が
命
を
懸
く
る
は
、
戦
場
ば
か
り
ぞ
。」
―

玄
蕃
が
、
御
家
を
潰
し
て
も

生
を
選
ん
だ
の
は
な
ぜ
か
。令

和
二
年
刊

二
九
四
頁

中
央
公
論
新
社

※
十
冊
文
庫
の
「
書
名
目
録
」
は
、
千
葉
県
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
側
「
各
種
資
料
リ
ス
ト
」
の
「
十
冊
文
庫
」
の
ペ
ー
ジ
に
目
録
あ
り
）


